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地域の缶拾いや神社の草取りに職員と利用者で参加し

ている。回覧版や民生委員より、地域の祭りや、豚汁、
餅つきの案内があり参加している。神社の祭りで輪くぐ

りに利用者が参加し、輪作りには職員が参加し準備をし
ている。老人会総会の時にグループホームについて説

明を行っており、地域との交流を深めている。







思いの表出が困難な利用者に対しても表情や行動など
観察する中で、意向の把握に努めている。また、集団で

は話されない方も居室で1対1であれば話してくれること

もあり、その時間を大切にしている。先ずは、一人ひとり
の意向等を尊重し、家族や主治医、他スタッフの情報と

も照らし合わせ、利用者本位で検討している。

職員１人に対し２名の利用者担当制を取っており、担当

者は毎月ケアプランと利用者の状況にズレがないか評
価している。その際ケアマネジャーヘ状況を伝え、変更

が必要な場合は家族や主治医の意見等を聞き、現状に

即したケアプランに変更している。また、6ヶ月ごとにプラ
ンの見直しをしている。



月に２回内科協力医の往診があり、定期的に状態把握
ができている。精神科や歯科についても適宜往診を受

けている。他科への受診は家族が同行しており、受診

ノートとして事業所内での様子や、最近の身体状態を記
載し情報提供している。医師からも受診結果記載があ

り、検査に異常があった場合は電話での報告もあり、適
切な医療への支援をしている。



民生委員を介して、地域の方も参加しての防災訓練をし

ている。消防署の助言をもとに、避難誘導が速やかに
行えるよう在室か否かプレートで明確にできる工夫をし

ている。職員がすぐ手に取れる所にマニュアルもあり、２
週間分の食料や自家発電機の準備がある。避難経路

の確保はあるが、避難口の掃き出し窓には２段の低い

階段がある。

有事に備え、避難口がスムーズに、かつ安

全に誘導ができるよう、今一度、検討の機会
を持つことが望まれる。

職員間で、利用者の話をする際は、周りに配慮しながら

行っている。何度も繰り返し話をされる場合でも、職員
はしっかり話を聞いて、利用者に寄り添いながら対応し

ている。利用者の個人記録は書棚に保管しており、写
真や掲示物等には家族の承諾を得て、プライバシーの

確保に努めている。

月に１度、利用者全体で希望食の検討を行い、毎週水
曜日に提供している。家庭菜園やグリーンカーテンを皆

で育て収穫し、季節の実りも味わっている。誕生会で
は、誕生者のリクエストに応じた献立でお祝いしたり、

ビュッフェスタイルの食事会をしたりして工夫している。

また、外食へ出かけたり、外気浴を兼ねて庭で松花堂
弁当を堪能したりしている。



リフト浴もできる環境ではあるが、利用者の身体状況を
見て若干の介助と見守りにて毎日全員入浴している。

昼過ぎや夕食後の入浴希望者がほとんどで、浴室の空

き時間の声掛けを行い順番で一人ひとり思いのままに
ゆったり入浴している。シャンプー等は事業所で準備し

ており、季節に応じて菖蒲湯などの取り組みがなされて
いる。

利用開始前は終日オムツ使用の方も、徐々に排泄のタ
イミングや方法を検討することで日中は布パンツへ移行

でき、夜のみリハビリパンツを使用しオムツの使用が随

分軽減している。夜間も日誌に一人一人の水分量や排
泄時間のチェックシートを記載し、トイレやポータブルトイ

レへの誘導を行い、排泄の自立に向けた支援を行って
いる。



定期的な外出支援では、花の時期に合わせて出かけ四
季を感じている。近くの神社へはよく出かけ散歩コース

となっている。事業所の横を甘木鉄道が走り、踏切もあ

るが、電車が通過する時に、手を振ったり見送ったりす
るのが日常の楽しみになっている。駅長や隣の酒造会

社などの協力も得ながら安全配慮ができている。

事業所全体が明るく、空調管理も快適である。台所・食
堂兼リビングは掃き出しのガラス戸になっており、外の

景色を望むことができる。台所からの調理する匂いや音
があり、生活感が漂っている。利用者がいつでもくつろ

げる様に畳みの間やソファーが設置され、居心地よい

共有空間になっている。

居室は、介護用ベットとクローゼット、防炎カーテンが備
え付けられており、どの部屋も明るくゆったりとしてい

る。利用者は思い思いの品を持ち込み個性豊かな居室

となっている。また、仏壇やお位牌をもって来ている方に
は、朝の一番茶を提供する等、利用者の気持ちにも寄

り添っている。


